
人間生活学部　児童教育学科（2025年度入学生）

実務経験を持つ教員等による科目一覧 *○は卒業要件の必修単位

単位数

児童教育基礎セミナーⅠ ①

児童教育基礎セミナーⅡ ①

児童教育基礎セミナーⅢ ①

教育学概論 ○ 2 ②

保育原理 ②

教育原理 ②

教職論 ○ 2 2

保育者論 2

教育心理学 ②

子ども家庭福祉 ○ 2 ②

教育社会学 2

教育史 2

教育と法 2

教育課程論 ○ 2 2

初等国語科教育法 ○ 2 2

初等社会科教育法 ○ 2 2

初等算数科教育法 ○ 2 2

初等理科教育法 ○ 2 2

初等生活科教育法 ○ 2 2

初等音楽科教育法 ○ 2 2

初等図画工作科教育法 ○ 2 2

初等家庭科教育法 2

初等体育科教育法 ○ 2 2

初等英語科教育法 ○ 2 2

道徳教育指導論 2

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2

初等教育方法論 ○ 2 2

情報通信技術を活用した教育に関する理論と方法 ○ 1 1

生徒・進路指導論（進路指導の理論及び方法を含む） 2

保育・教職実践演習 ○ 2 2

学校インターンシップ ○ 1 1

地域協働教育セミナー 2

小学校教材研究Ⅰ ○ 2 2

小学校教材研究Ⅱ ○ 2 2

学級づくりの理論と実践 ○ 2 2

教室英語 ○ 2 2

学習心理学 2

特別支援教育 2

教育相談 ○ 2 2

保育内容総論 2

カリキュラムと評価 2

保育内容（健康）指導法 2

保育内容（人間関係）指導法 2

保育内容（環境）指導法 2

保育内容（言葉）指導法 ○ 2 2

保育内容（表現）指導法 ○ 2 2

子どもの理解と援助 1

社会福祉 ○ 2 2

保育の心理学 2

1 授業科目の名称
実務教員による科目
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単位数
1 授業科目の名称

実務教員による科目
単位数*

子ども家庭支援の心理学 2

子どもの保健 ○ 2 2

子どもの食と栄養 ○ 2 2

乳児保育Ⅰ 2

乳児保育Ⅱ 1

子どもの健康と安全 ○ 1 1

社会的養護Ⅰ ○ 2 2

社会的養護Ⅱ ○ 1 1

幼児教育相談 1

子ども家庭支援論 ○ 2 2

子育て支援 ○ 1 1

特別の支援を要する子どもの理解と支援 2

発達心理学 2

キリスト教保育 ○ 2 2

保育ボランティア 2

児童文化 ○ 2 2

地域子育て支援セミナー 2

子どもの生活と遊びⅠ 2

子どもの生活と遊びⅡ ○ 2 2

子どもの生活と遊びⅢ ○ 2 2

国語（書写を含む） ○ 2 2

社会 ○ 2 2

算数 ○ 2 2

理科 ○ 2 2

生活 ○ 2 2

家庭 2

音楽 ○ 2 2

図画工作 ○ 2 2

体育 ○ 2 2

初等英語 ○ 2 2

幼児と健康 1

幼児と人間関係 1

幼児と環境 1

幼児と言葉 1

幼児と表現Ⅰ 1

幼児と表現Ⅱ ○ 1 1

初等教育実習Ⅰ（幼稚園） 2

初等教育実習Ⅱ（幼稚園） 2

初等教育実習Ⅱ（小学校） ○ 2 2

初等教育実習Ⅲ（小学校） ○ 2 2

初等教育実習指導Ⅰ（幼稚園） 1

初等教育実習指導Ⅱ（幼稚園） 1

初等教育実習指導Ⅱ（小学校） ○ 1 1

初等教育実習指導Ⅲ（小学校） ○ 1 1

介護等体験Ⅰ 1

介護等体験Ⅱ（事前・事後指導） 1

保育実習Ⅰ 4

保育実習Ⅱ 2

保育実習Ⅲ 2

保育実習指導Ⅰ 2

保育実習指導Ⅱ 1

保育実習指導Ⅲ 1
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単位数
1 授業科目の名称

実務教員による科目
単位数*

児童教育セミナーⅠ ①

児童教育セミナーⅡ ①

児童教育セミナーⅢ ①

児童教育セミナーⅣ ①

卒業論文 ④

英文法Ⅰ ○ 2 2

英文法Ⅱ ○ 2 2

英語科教育入門 ○ 2 2

英語児童文学 2

英語科教育法Ⅰ ○ 2 2

英語科教育法Ⅱ ○ 2 2

海外研修Ⅱ 2

海外研修入門 2

生涯学習論Ⅰ 2

学校経営と学校図書館 ○ 2 2

学校図書館メディアの構成 ○ 2 2

学習指導と学校図書館 ○ 2 2

読書と豊かな人間性 ○ 2 2

情報メディアの活用 ○ 2 2

生涯学習支援論Ⅰ ○ 2 2

社会教育経営論Ⅰ 2

世界遺産学 ○ 2 2

市民社会とNGO・NPO ○ 2 2

都市と文化財 ○ 2 2

コミュニティー論 ○ 2 2

コミュニティーとまちづくり ○ 2 2

社会教育実習Ⅰ 1

社会教育演習Ⅰ ○ 1 1

フードビジネス論 2

フードマーケティング 2

図書館概論 ○ 2 2

図書館情報技術論 ○ 2 2

図書館制度・経営論 ○ 2 2

図書館サービス概論 ○ 2 2

情報サービス論 2

児童サービス論 ○ 2 2

情報サービス演習Ⅰ ○ 1 1

情報サービス演習Ⅱ ○ 1 1

図書館情報資源概論 ○ 2 2

情報資源組織論 2

情報資源組織演習Ⅰ ○ 1 1

情報資源組織演習Ⅱ ○ 1 1

図書・図書館史 ○ 1 1

図書館基礎特論 1

図書館情報資源特論 1

図書館サービス特論 ○ 1 1

生涯学習論Ⅱ 2

生涯学習支援論Ⅱ ○ 2 2

社会教育経営論Ⅱ ○ 2 2

社会教育実習Ⅱ 1

社会教育演習Ⅱ ○ 1 1
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単位数
1 授業科目の名称

実務教員による科目
単位数*

卒業要件及び履修方法

１　基礎科目、ライフキャリア科目に定める単位を履修する。
２　専門科目については、学科基礎科目7単位を必修、学科基幹科目のうち6単位を必修、2単位を選択必修、児童教育セミナーⅠ～Ⅳ4
単位及び卒業論文4単位を必修として履修する。また、児童教育コース履修者は学科展開科目Ⅰ（児童教育分野）から26単位を選択必
修、学科発展科目Ⅰ（児童教育分野）から12単位（ただし、このうち6単位は幼児教育分野から履修可）を選択必修として計38単位を履
修し、幼児教育コース履修者は学科展開科目Ⅱ（幼児教育分野）から26単位を選択必修、学科発展科目Ⅱ（幼児教育分野）から12単位
（ただし、このうち6単位は児童教育分野から履修可）を選択必修として計38単位を履修する。さらに、専門科目及び関連科目Ⅰより計
31単位以上を履修し、総計124単位を修得すること。
３　卒業要件として修得すべき単位数については、一年間に履修科目として登録することができる単位数の上限を原則として50単位未満
とする。ただし、直前学期の成績平均点数（GPA）が2.3未満の者については、当該学期の履修登録上限単位数を22単位とする。



人間生活学部　児童教育学科（2024年度入学生）

実務経験を持つ教員等による科目一覧 *○は卒業要件の必修単位

単位数

児童教育基礎セミナーⅠ ①

児童教育基礎セミナーⅡ ①

児童教育基礎セミナーⅢ ①

教育学概論 ○ 2 ②

保育原理 ②

教育原理 ②

教職論 ○ 2 2

保育者論 2

教育心理学 ②

子ども家庭福祉 ○ 2 ②

教育社会学 2

教育史 2

教育と法 2

教育課程論 ○ 2 2

初等国語科教育法 ○ 2 2

初等社会科教育法 ○ 2 2

初等算数科教育法 ○ 2 2

初等理科教育法 ○ 2 2

初等生活科教育法 ○ 2 2

初等音楽科教育法 ○ 2 2

初等図画工作科教育法 ○ 2 2

初等家庭科教育法 2

初等体育科教育法 ○ 2 2

初等英語科教育法 ○ 2 2

道徳教育指導論 ○ 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2

初等教育方法論 ○ 2 2

情報通信技術を活用した教育に関する理論と方法 ○ 1 1

生徒・進路指導論（進路指導の理論及び方法を含む） 2

保育・教職実践演習 ○ 2 2

学校インターンシップ ○ 1 1

地域協働教育セミナー 2

小学校教材研究Ⅰ ○ 2 2

小学校教材研究Ⅱ ○ 2 2

学級づくりの理論と実践 ○ 2 2

教室英語 ○ 2 2

学習心理学 2

特別支援教育 2

教育相談 ○ 2 2

保育内容総論 2

カリキュラムと評価 2

保育内容（健康）指導法 2

保育内容（人間関係）指導法 2

保育内容（環境）指導法 2

保育内容（言葉）指導法 ○ 2 2

保育内容（表現）指導法 ○ 2 2

子どもの理解と援助 1

社会福祉 ○ 2 2

保育の心理学 2
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単位数
単位数*

実務教員による科目
1 授業科目の名称

子ども家庭支援の心理学 2

子どもの保健 ○ 2 2

子どもの食と栄養 ○ 2 2

乳児保育Ⅰ 2

乳児保育Ⅱ 1

子どもの健康と安全 ○ 1 1

社会的養護Ⅰ ○ 2 2

社会的養護Ⅱ ○ 1 1

幼児教育相談 1

子ども家庭支援論 ○ 2 2

子育て支援 ○ 1 1

特別の支援を要する子どもの理解と支援 2

発達心理学 2

キリスト教保育 ○ 2 2

保育ボランティア 2

児童文化 ○ 2 2

地域子育て支援セミナー 2

子どもの生活と遊びⅠ 2

子どもの生活と遊びⅡ ○ 2 2

子どもの生活と遊びⅢ ○ 2 2

国語（書写を含む） ○ 2 2

社会 ○ 2 2

算数 ○ 2 2

理科 ○ 2 2

生活 ○ 2 2

家庭 2

音楽 ○ 2 2

図画工作 ○ 2 2

体育 ○ 2 2

初等英語 ○ 2 2

幼児と健康 1

幼児と人間関係 1

幼児と環境 1

幼児と言葉 1

幼児と表現Ⅰ 1

幼児と表現Ⅱ ○ 1 1

初等教育実習Ⅰ（幼稚園） 2

初等教育実習Ⅱ（幼稚園） 2

初等教育実習Ⅱ（小学校） ○ 2 2

初等教育実習Ⅲ（小学校） ○ 2 2

初等教育実習指導Ⅰ（幼稚園） 1

初等教育実習指導Ⅱ（幼稚園） 1

初等教育実習指導Ⅱ（小学校） ○ 1 1

初等教育実習指導Ⅲ（小学校） ○ 1 1

介護等体験Ⅰ 1

介護等体験Ⅱ（事前・事後指導） 1

保育実習Ⅰ 4

保育実習Ⅱ 2

保育実習Ⅲ 2

保育実習指導Ⅰ 2

保育実習指導Ⅱ 1

保育実習指導Ⅲ 1
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単位数
単位数*

実務教員による科目
1 授業科目の名称

児童教育セミナーⅠ ①

児童教育セミナーⅡ ①

児童教育セミナーⅢ ①

児童教育セミナーⅣ ①

卒業論文 ④

英文法Ⅰ 2

英文法Ⅱ 2

英語科教育入門 ○ 2 2

英語児童文学 2

英語科教育法Ⅰ ○ 2 2

英語科教育法Ⅱ ○ 2 2

海外研修Ⅱ 2

海外研修入門 2

生涯学習論Ⅰ 2

学校経営と学校図書館 ○ 2 2

学校図書館メディアの構成 ○ 2 2

学習指導と学校図書館 ○ 2 2

読書と豊かな人間性 ○ 2 2

情報メディアの活用 ○ 2 2

生涯学習支援論Ⅰ ○ 2 2

社会教育経営論Ⅰ ○ 2 2

世界遺産学 2

市民社会とNGO・NPO ○ 2 2

都市と文化財 ○ 2 2

コミュニティー論 ○ 2 2

コミュニティーとまちづくり ○ 2 2

社会教育実習Ⅰ 1

社会教育演習Ⅰ ○ 1 1

図書館概論 ○ 2 2

図書館情報技術論 ○ 2 2

図書館制度・経営論 ○ 2 2

図書館サービス概論 ○ 2 2

情報サービス論 2

児童サービス論 ○ 2 2

情報サービス演習Ⅰ ○ 1 1

情報サービス演習Ⅱ ○ 1 1

図書館情報資源概論 ○ 2 2

情報資源組織論 2

情報資源組織演習Ⅰ ○ 1 1

情報資源組織演習Ⅱ ○ 1 1

図書・図書館史 ○ 1 1

図書館基礎特論 1

図書館情報資源特論 1

図書館サービス特論 ○ 1 1

生涯学習論Ⅱ 2

生涯学習支援論Ⅱ ○ 2 2

社会教育経営論Ⅱ ○ 2 2

社会教育実習Ⅱ 1

社会教育演習Ⅱ ○ 1 1
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単位数
単位数*

実務教員による科目
1 授業科目の名称

１　基礎科目、ライフキャリア科目に定める単位を履修する。
２　専門科目については、学科基礎科目7単位を必修、学科基幹科目のうち6単位を必修、2単位を選択必修、児童教育セミナーⅠ～Ⅳ4
単位及び卒業論文4単位を必修として履修する。また、児童教育コース履修者は学科展開科目Ⅰ（児童教育分野）から26単位を選択必
修、学科発展科目Ⅰ（児童教育分野）から12単位（ただし、このうち6単位は幼児教育分野から履修可）を選択必修として計38単位を履
修し、幼児教育コース履修者は学科展開科目Ⅱ（幼児教育分野）から26単位を選択必修、学科発展科目Ⅱ（幼児教育分野）から12単位
（ただし、このうち6単位は児童教育分野から履修可）を選択必修として計38単位を履修する。さらに、専門科目及び関連科目Ⅰより計
31単位以上を履修し、総計124単位を修得すること。
３　卒業要件として修得すべき単位数については、一年間に履修科目として登録することができる単位数の上限を原則として50単位未満
とする。ただし、直前学期の成績平均点数（GPA）が2.3未満の者については、当該学期の履修登録上限単位数を22単位とする。



人間生活学部　児童教育学科（2022・2023年度入学生）

実務経験を持つ教員等による科目一覧 *○は卒業要件の必修単位

単位数

児童教育基礎セミナーⅠ ①

児童教育基礎セミナーⅡ ①

児童教育基礎セミナーⅢ ①

教育学概論 ○ 2 ②

保育原理 ②

教育原理 ②

教職論 ○ 2 2

保育者論 2

教育心理学 ②

子ども家庭福祉 ○ 2 ②

教育社会学 2

教育史 2

教育と法 2

教育課程論 ○ 2 2

初等国語科教育法 ○ 2 2

初等社会科教育法 ○ 2 2

初等算数科教育法 ○ 2 2

初等理科教育法 ○ 2 2

初等生活科教育法 ○ 2 2

初等音楽科教育法 ○ 2 2

初等図画工作科教育法 ○ 2 2

初等家庭科教育法 2

初等体育科教育法 ○ 2 2

初等英語科教育法 ○ 2 2

道徳教育指導論 ○ 2 2

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2

初等教育方法論 ○ 2 2

情報通信技術を活用した教育に関する理論と方法 ○ 1 1

生徒・進路指導論（進路指導の理論及び方法を含む） 2

保育・教職実践演習 ○ 2 2

学校インターンシップ ○ 1 1

地域協働教育セミナー 2

小学校教材研究Ⅰ ○ 2 2

小学校教材研究Ⅱ ○ 2 2

学級づくりの理論と実践 ○ 2 2

小学校英語教育Ⅰ 2

小学校英語教育Ⅱ 2

教室英語 ○ 2 2

学習心理学 2

特別支援教育 2

教育相談 ○ 2 2

保育内容総論 2

カリキュラムと評価 2

保育内容（健康）指導法 2

保育内容（人間関係）指導法 2

保育内容（環境）指導法 2

保育内容（言葉）指導法 ○ 2 2

保育内容（表現）指導法 ○ 2 2
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単位数
単位数*

科目
区分

授業科目の名称
実務教員による科目

子どもの理解と援助 1

社会福祉 ○ 2 2

保育の心理学 2

子ども家庭支援の心理学 2

子どもの保健 ○ 2 2

子どもの食と栄養 ○ 2 2

乳児保育Ⅰ 2

乳児保育Ⅱ 1

子どもの健康と安全 ○ 1 1

社会的養護Ⅰ ○ 2 2

社会的養護Ⅱ ○ 1 1

幼児教育相談 1

子ども家庭支援論 2

子育て支援 ○ 1 1

特別の支援を要する子どもの理解と支援 2

発達心理学 2

キリスト教保育 ○ 2 2

保育ボランティア 2

児童文化 ○ 2 2

地域子育て支援セミナー 2

子どもの生活と遊びⅠ 2

子どもの生活と遊びⅡ ○ 2 2

子どもの生活と遊びⅢ ○ 2 2

国語（書写を含む） ○ 2 2

社会 ○ 2 2

算数 ○ 2 2

理科 ○ 2 2

生活 ○ 2 2

家庭 2

音楽 ○ 2 2

図画工作 ○ 2 2

体育 ○ 2 2

初等英語 ○ 2 2

幼児と健康 1

幼児と人間関係 1

幼児と環境 1

幼児と言葉 1

幼児と表現Ⅰ 1

幼児と表現Ⅱ ○ 1 1

初等教育実習Ⅰ 2

初等教育実習Ⅱ ○ 2 2

初等教育実習Ⅲ ○ 2 2

初等教育実習指導Ⅰ 1

初等教育実習指導Ⅱ（幼稚園） 1

初等教育実習指導Ⅲ（小学校） ○ 1 1

介護等体験Ⅰ 1

介護等体験Ⅱ（事前・事後指導） 1

保育実習Ⅰ 4

保育実習Ⅱ 2

保育実習Ⅲ 2

保育実習指導Ⅰ 2
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単位数
単位数*

科目
区分

授業科目の名称
実務教員による科目

保育実習指導Ⅱ 1

保育実習指導Ⅲ 1

児童教育セミナーⅠ ①

児童教育セミナーⅡ ①

児童教育セミナーⅢ ①

児童教育セミナーⅣ ①

卒業論文 ④

英文法Ⅰ ○ 1 1

英文法Ⅱ ○ 1 1

英語科教育入門 ○ 2 2

英語児童文学 2

英語科教育法Ⅰ ○ 2 2

英語科教育法Ⅱ ○ 2 2

海外研修Ⅱ 4

海外研修Ⅲ 4

学校経営と学校図書館 ○ 2 2

学校図書館メディアの構成 ○ 2 2

学習指導と学校図書館 ○ 2 2

読書と豊かな人間性 ○ 2 2

情報メディアの活用 ○ 2 2

生涯学習論Ⅰ 2

図書館概論 ○ 2 2

図書館情報技術論 ○ 2 2

図書館制度・経営論 ○ 2 2

図書館サービス概論 ○ 2 2

情報サービス論 2

児童サービス論 ○ 2 2

情報サービス演習Ⅰ ○ 1 1

情報サービス演習Ⅱ ○ 1 1

図書館情報資源概論 ○ 2 2

情報資源組織論 2

情報資源組織演習Ⅰ ○ 1 1

情報資源組織演習Ⅱ ○ 1 1

図書・図書館史 ○ 1 1

図書館基礎特論 1

図書館情報資源特論 1

図書館サービス特論 ○ 1 1

１　基礎科目、ライフキャリア科目に定める単位を履修し、専門科目については、学科基礎科目7単位を必修、学科基幹科目のうち6単位
を必修、2単位を選択必修、児童教育セミナーⅠ～Ⅳ4単位及び卒業論文4単位を必修として履修する。また、児童教育コース履修者は
学科展開科目Ⅰ（児童教育分野）から26単位を選択必修、学科発展科目Ⅰ（児童教育分野）から12単位（ただし、このうち6単位は幼児
教育分野から履修可）を選択必修として計38単位を履修し、幼児教育コース履修者は学科展開科目Ⅱ（幼児教育分野）から26単位を
選択必修、学科発展科目Ⅱ（幼児教育分野）から12単位（ただし、このうち6単位は児童教育分野から履修可）を選択必修として計38単
位を履修する。さらに、専門科目及び関連科目Ⅰより計31単位以上を履修し、総計124単位を修得すること。
２　卒業要件として修得すべき単位数については、一年間に履修科目として登録することができる単位数の上限を原則として50単位未満
とする。ただし、直前学期の成績平均点数（ＧＰＡ）が2.3未満の者については、当該学期の履修登録上限単位数を22単位とする。直前の
学年に履修した科目の成績平均点数（ＧＰＡ）が2.3以上の者については一年間に54単位まで履修科目として登録できることとする。
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